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▲

高森カレンダーおくやみもうしあげます ９月受付分 （敬称略）

防災無線戸別受信機の
設置（更新）を行います

　高森町からの緊急連絡、行政事務連絡等
の放送を受信する為の、新しい戸別受信機
の設置を行います。電波の弱い一部の地域では、建物の軒先
等に外部アンテナを取付けます。腕章及び資格者証をつけた
作業者が、取付けに伺いますのでご協力をお願い致します。
　なお、作業者が訪問した際、ご不在の場合は「不在通知」
が届いていますので、作業可能な日程を委託業者または高森
町役場総務係へご連絡をお願いします。
●戸別受信機の取付委託業者　NEC（日本電気株式会社）
●取付時期　令和２年10月下旬から令和３年２月末日

11月16日～12月15日

令和２年９月30日現在

まちの

人口
人口／６, ２４５人　　（−１０）
男性／３, ０１７人　　（−　３）
女性／３, ２２８人　　（−　７）
世帯／２, ８７０世帯　（＋−０）

住 　 所 死 亡 者 年 　 齢 ご 遺 族
高　森 （　森　） 岩下　知里 84歳 岩下　誠之

　中　 （　中　） 小糸　矢代 102歳 小糸　芳治

診療は午前９時から
午後５時まで

月 日 病 ・ 医 院 名 電 話 番 号
11月15日 南郷谷リハビリテーションクリニック ☎0967（62）3351

22日 藤本医院 ☎0967（67）0020
23日 平田医院 ☎0967（62）0216
29日 のむら内科クリニック ☎096（292）2250

12月  6日 阿蘇立野病院 ☎0967（68）0111
13日 寺﨑内科胃腸科クリニック ☎0967（62）0378

（対前月末）

November

December

21㊏ フランキー像除幕式 10:30～ 高森駅

22日～24㊋ 第3回
くまもと国際マンガCAMP in 阿蘇高森 高森町内

27㊎ 年金相談 10:00～
15:00 高森総合センター

  8㊋ ９ー１０月健康相談 9:30～ 高森総合センター

11

12

月

月

南阿蘇ビジターセンター阿蘇高森自然だより

編 集 後 記
　朝晩、すっかり冷え込んできましたね。私は寒いのが苦手
で（暑いのもですが…）、これからの季節、気合で乗り切り
たいと思います。今月号では百歳表彰や金婚夫婦表彰などを
掲載していますが、取材する中で明るく生きる秘訣などを聞
かせていただきました。みなさんを見習って、これから長い
人生を歩んでいきたいと思います。 （梅）

問 総務課　総務係　☎０９６７−６２−１１１１

新型コロナウイルス感染拡大防止消毒事業
【事業の目的】
　新型コロナウイルス感染症が発生した場合、感染拡大防止のため、
速やかに消毒・清掃作業を実施する必要があります。
　専門業者に依頼すると費用が発生しますが、金銭的な負担により作
業の実施が遅れることがないよう、町が専門業者に依頼したうえで費
用についても支援する事業です。

【事業内容】
　新型コロナウイルスの発生が確認された施設において実施する消毒
や清掃作業に係る経費を町が全額負担します。

【対象施設】
　高森町内の民家、学校施設・保育所等の公
共施設、飲食店等の民間施設など、町が認め
る建物が対象となります。

【申請方法】
　施設等の消毒に係る要望書、同意書を提出
してください。
　ご相談等ございましたら、お気軽にご連絡ください。

問 総務課　総務係　☎６２−１１１１（内線115）

問 熊本労働局労働基準部賃金室　☎０９６−３５５−３２０２

熊本県の最低賃金が改訂されました

時間額793円（令和２年10月１日から）

この最低賃金は、県内すべての事業所、労働者に適用されます。

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

問 南阿蘇ビジターセンター　☎０９６７−６２−０９１１

シロハラとアカハラ
　シロハラはツグミの仲間で、胸から腹
にかけて白っぽいのが名前の由来です。
冬の渡り鳥の代表的な鳥で、野草園には
群れで渡来し、長い期間滞在するので、
出会いの多い鳥です。木の実や道脇のミ
ミズを食べている姿がよく見られ、目の
周りの黄色いリングが魅力的です。
　アカハラも同じ時期に渡来し、シロハ
ラと同じ大きさで鳴き声もよく似ていま
すが、胸から腹の赤い色が目立ち、名前
の由来になっています。シロハラに比べ
て出会いは少ないのですが、道に降りて
いることも多くて近くで見ることが出来
ます。 写真提供者　増田泰夫さん

（阿蘇地区パークボランティア）
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